
技 術 解 説

新しい成膜技術を研究

　工具や摺動部品では、その特性を向上させるために表面に

皮膜をコーティングすることがよくあります。その手段の一

つとして、PVD（Physical Vapor Deposition : 物理気相蒸

着）という方法が用いられます。これは、減圧した空間で表面

に付けたい原料を固体から熱や放電エネルギーによって気

化し、気化された粒子を部品にぶつけて表面に皮膜を形成す

る手法です。さらに、原料と反応するガスを入れると、ガスと

反応した化合物の皮膜を形成することもできます。身近な応

用例では、ホームセンターに行くと目にする先端が金色のド

リルは、ドリルの先端に摩耗しにくい、チタンと窒素の化合

物（TiN：窒化チタン）の皮膜をこのPVDという方法によって

付けています（図1）。

　PVDに分類される成膜法はたくさんありますが、中でも、

合金や高融点材料の成膜が可能という利点を持つスパッタ

リングという方法があります。

　これは、材料と部品の間に高電圧をかけ、電圧によってイ

オン化（＋の電気を帯びる）した粒子が材料にぶつかって材

料粒子を叩き出し、部品表面に成膜する手法です（図2）。

都産技研ではHiPIMSによる成膜装置を導入し、新しい成膜法について研究を開始しています。

表面の皮膜をコーティングするPVD手法
　PVDでは、成膜の際に大量の粒子を高速でぶつけること

によって、硬く緻密な皮膜を形成すると言われています。そ

こで、大量の粒子を高速でぶつける手法として、最近、大電力

パルスマグネトロンスパッタリング（通称 HiPIMS: High 

Power Impulse Magnetron Spattering /HPPMS: High 

Power Pulse Magnetron Spattering）という手法が提案

されています。これは、気化した粒子をぶつける際に、まず、

磁石（マグネトロン）によって発生する磁場でイオン化して

プラスに帯電した粒子を材料の近傍にためておきます。次

に、パルス状の高電圧をかけることによって、電圧がかかっ

た瞬間にためた大量の粒子を高速で部品にぶつけて成膜す

る方法です（図3）。

　本手法では、従来の連続した、少しずつ皮膜を形成する方

法に比べ、パルスが出ている瞬間の高電圧によって高速の粒

子を大量にぶつけることを繰り返しながら皮膜を形成する

ため、従来よりも硬く緻密で平滑な皮膜ができます（図4）。

より硬く緻密で滑らかな成膜が可能に
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本研究に関しては、下記連絡先までお問い合わせください。
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産学公連携コーディネータに聞く

依頼者は常に新たなチャレンジをする経営者
だから、どんな課題の依頼も相談に乗ります

産

公 学
中小企業の技術開発や製品開発の過程でさまざまなサポートをする都産技研の「産
学公連携コーディネータ」。 日頃受ける相談や、サポート内容の実際をご紹介します。

　都産技研の産学公連携コーディネータ
（CD）に中小企業の経営者から寄せられる相
談は、新規事業へチャレンジすることから生
じる問題に関することが多く、内容も多岐に
わたります。具体的には、
■事業目的に合った技術の提供、または協力
会社の紹介

■新たな発見をしたので、それを解明してく
れる大学の先生の紹介
■新規事業をするために必要となる技術や
研究の調査

■事業計画の作成方法の指導
■特定製品の開発を依頼できる協力先の探索
　等です。
　いずれも切実なご要望ですので、「どのよう
な依頼にも、必ず対応し返答する」というのが
私のモットーです。 

　そして、相談の中から何が課題であるかを
分析し、問題解決に直接つながるサポート内
容や方法を考えることが、コーディネータの
役割だと考えています。 
　難しいのは、やはり何が問題点なのかを
はっきりさせることですね。規模が大きい案
件だと、どこを切り口に考えたらいいか迷う
ことがあるのですが、事業計画を書くなどし
て検討することが大事だとお伝えするように
しています。大学や他の企業などに協力を求
める場合は切り口を特定した上で、どのよう
に提案するかを依頼者と一緒に考えますね。 
　依頼先の大学などは、都産技研からの相談
や依頼ということで、協力的で、かつ真摯に検
討してくれます。ニーズが合えば、共同研究や
共同開発の決定も早い。その点も、都産技研を
活用するメリットであると言えます。

本　部

シリーズ 第3回

●事例紹介 A社の場合〔産産連携の例〕
　Ａ社は、特殊な電気ワイヤを開発。その応用製品として携行機器を開発していますが、電源の消費量が問題になってお
り、解決を望むという相談がありました。

電気・電子回路は私の専
門分野の一つ。大学との
共同研究を多数行って
きた経験を生かして、具
体的なアドバイスも行
います。

●小西ＣＤ、低消費電力を実現する技術を調べて、適合する電気回路をＡ社に提案。

●Ａ社、携行機器のサンプルを試作後、ビジネス展開について相談。

●小西ＣＤ、サンプル評価をしてくれるＢ社を紹介。

●Ｂ社、フィールド評価試験中。

●小西ＣＤ、携行機器がバッグ型のため、繊維製品評価やアパレルデザインを扱う
　都産技研の墨田支所にも協力を依頼。縫製技術についてのアドバイスを行う。

Profile
KHE代表。東芝など数社で研究開発、事業
開発、研究所マネジメント、医療事業の事
業計画、技術開発などに従事。平成24年4
月から産学公連携コーディネータに。現
在は、カナダ・アルバータ州政府認定登録
国際ビジネスコンサルタントとして技術
やビジネスの連携を国際的にサポート。

小西 頴 コーディネータ

小西CDの担当曜日
毎週月曜日９時～17時

中小企業の皆さんへ
　ビジネスはシーズたる基礎技術から始まり、製品やサービスの事業計画を経て実際の事業が始まります。事業も、初期
製品で終わるのか、シリーズ化を図るのか、ひとつのサービスなのか、多様なサービスまで事業化するのか、その時の経
営資源や需要と市場規模の状況で変わります。 その時々の会社の資源と市場ニーズに合ったビジネスをアドバイスし、
サポートすることができますから、都産技研の産学公連携コーディネータを長期的に利用していただきたいですね。

　継続的でも断続的でも、長く利用していただくこと。それが、依頼に来られた中小企業のお客さまにとって、
メリットが大きいと思います。

Message

相談→共同研究までの経緯
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